
 

2019 年 

9月 22日(日) 
１４：００開演（13：30開場） 

場所 浅岡医院ハーモニーホール ※入場無料 

素晴らしい演奏家を迎えて下記のとおり浅岡医院コンサートを開催します。 

終演後ワインと軽食のご用意をしております。 

是非そちらにもご参加くださいますように。 

 

Ｐｒｏｇｒａｍ 
♪ ベートーベン ピアノトリオ 7 番 

他 未定 

柳田 耕治（チェロ） 

 

田部井 美和子 (ピアノ)  伊藤 文乃（ヴァイオリン） 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

Ｐｒｏｆｉｌｅ 
 

新井 啓泰 （ピアノ）  

柳田 耕治（チェロ） 

８歳よりチェロを才能教育研究会にて学び、14、15 歳時、同会訪米演奏会のソリストとしてニューヨー

ク等で演奏。 

桐朋学園大学を経てボストンニューイングランド音楽院に留学。 

1980 年、京都市交響楽団首席チェロ奏者に就任。草津国際音楽祭に度々招かれ音楽会の巨匠と共演。 

1996 年より群馬交響楽団首席チェロ奏者 

伊藤 文乃（ヴァイオリン） 

東京都出身。3 歳よりヴァイオリンを始める。高校入学までにソリストとして東京交響楽団、東京シティフルと共

演。桐朋女子高を経て桐朋学園大学を首席で卒業。東京国際音楽コンクール室内楽部門第 1 位、斎藤秀雄賞受賞。

タングルウッド音楽祭に招待を受け参加。1993 年、スイス政治給費留学生としてベルン音楽院に留学。1996 年、

同音楽院を首席で卒業。同年ティボール・ヴァルガ国際ヴァイオリンコンクール第3位（1位なし）。帰国後、1997

～2005 年広島交響楽団コンサートマスターを務める。2000 年、広島の音楽界の功績を称えられ、エネルギア音楽

賞を受賞。またＮＨＫ－ＦＭのコンサートで、数回に渡りソリストとして東フィルと共演。ソロ、室内楽演奏者と

しても活動している。2009年、群馬交響楽団のコンサートマスターに就任。これまでにヴァイオリンを鷲見三郎、

豊田耕児、堀正文、江藤俊哉、玉置勝彦、イゴール・オジムの各氏に、室内楽をブルーノ・カニーノ、Ｊ.Ｅ.デーラ

ーの各氏に師事。指揮者の渡邊一正氏とブラームスのヴァイオリンソナタ全曲をライブ録音し、2010年にＣＤをリ

リース。 

田部井 美和子 (ピアノ)  

高崎市生まれ。６才よりピアノを始める。フェリス女学院短大音楽科卒業。同校卒業演奏会に出演。こ

れまでにピアノを故青木淳子、指方容子、宇野紀子、村上弦一郎の各氏に、チェンバロを渡邊順生、沼

尾美和子氏、和声学を熊木孝二の各氏に師事。第３回ぐんま新人演奏会に出演。オーケストラとの共演

をはじめリサイタル・室内楽・声楽の伴奏など幅広く演奏活動を行う。‘96 より久叡館（足利）にてサ

ロンコンサートを企画・出演し、様々な演奏家との共演を続けている。 ‘06（前橋）と‘07（足利）チェ

ンバロリサイタルを ‘08 に 4 台のチェンバロによるアンサンブルのコンサート（宇都宮）を開催。‘09

新みかぼフィルハーモニックとモーツァルトのピアノ協奏曲を共演する。 

‘11 にはシュトライヒャー・ピアノ(187１年製)を使用した室内楽コンサートを行い好評を博す。足利市

民合唱団ピアニスト、高崎演奏家協会会員。足利市在住。 

 


